
第3期 郡山市教育振興基本計画 事業評価結果一覧 (主要事業) 令和6 (2024) 年8月8日 (木) 現在

基本目標 施策 事業名 担当課 目標値に対する達成度
新型コロナウイルス感染症に
よる事業等への影響

今後の方向性

1．達成度75%以上
2．達成度50％以上75％未満
3．達成度25％以上50％未満
4．達成度25％未満
５.判定不可

1．有(想定よりも進捗しな
かった)
2.有(想定よりも進捗した)
3．無

1．充実
2．継続・維持
3．方針変更
4．廃止

新聞活用事業
学校教育
推進課

1．達成度75％以上 3.無

全市立学校が新聞活用事業に参加できるよう
にし、社会情勢の的確な把握及び読解力や思
考力、判断力、表現力等のさらなる向上を図るた
め、デジタル新聞の活用など、社会の変化に合
わせた取組を推進してきた。デジタル新聞を活
用することにより大人数での閲覧及びタブレット
端末を自宅に持ち帰っての閲覧が可能となり、
児童生徒が親しむ機会が大幅に増え情報活用
能力を育成することができた。

2．継続・維持

小・義務教育学校英語教育
推進事業

学校教育
推進課

1．達成度75％以上
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

教育課程特例校制度による小学校１・２年生の
英語表現科の実施、全市立学校への語学指導
外国人の派遣により、「聞くこと」や「話すこと」を
中心に市内の児童生徒の英語力に向上が図る
ことができている。令和５年度の英語教育実施
状況調査においては、中学校３年生のCEFR A-
1（英検３級相当以上）の割合が、令和４年度よ
り3.3％下回る結果となり、今後はさらに取組を
充実させていく必要がある。

1．充実

1．達成度75％以上 3.無

GIGAスクール構想の実現へ向けた国の目標水
準に基づき、教育ICT環境の整備・充実を達成
することができた。整備した教育ICT環境を活用
し、情報活用能力の育成やわかる授業の充実に
寄与することができた。

1．充実

1．達成度75％以上 3.無

GIGAスクール運営支援センターの運営体制の
拡充により、各学校からの問合せに対する対応
の強化を図った。コロナ禍の中で文部科学省に
よる１人１台端末の整備が前倒しされた中、教育
のDX推進を図る学校現場の課題解決へ向けた
支援の充実に寄与することができた。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

5．判定不可 3.無 2．継続・維持

5．判定不可 3.無 2．継続・維持

教育研修事業
教育研修
センター

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

コロナ禍による研修機会の確保が難しい時期で
はあったが、オンラインによる研修を導し、多様な
研修機会を確保した。資質・能力の向上を目指
して主体的に学ぼうとする教職員に対し、充実し
た研修機会を提供することができた。

2．継続・維持

いじめ防止等啓発事業
学校教育
推進課

1．達成度75％以上 3.無

いじめ防止のリーフレットを小学校１年生、中学
校１年生に配付するとともに、保護者にも内容等
も伝え、活用を図ってきた。すべての学校で授業
の中で活用し、いじめを許さない正義感や思い
やりの心の育成に努めた。また、それらを通して、
人間関係を築く基盤であるコミュニケーション能
力の育成にも努めることができた。

2．継続・維持

特別の教育課程として教科化したことで、市全
体として一律に取り組むことができている。また、
プログラミング教育を受けられる環境（指導計
画・教材）を整え、教員を支援していることによ
り、児童はタブレット端末を活用しながら意欲的
にプログラミング学習に取り組み、論理的に思
考する経験を積むことができている。また、教員
の指導力も向上している。

全国学力・学習状況調査等の結果分析及び検
討結果に基づき、学力向上だよりや説明動画の
配信を通して、課題克服に向けた授業改善のポ
イントを全市立学校に周知した。また、学力向上
支援事業全体会議において授業改善のポイント
を確認するとともに、中学校区での分科会にお
いて、小中の連携を図った学力向上の取組につ
いて話し合い、日常の実践を充実させた。

学校教育
推進課

事業評価

１　「確かな
学力」の育
成

２　豊かな心
と豊かな感
性の育成

学力向上支援事業＜再掲＞
学校教育
推進課

未来を拓く教育の情報化推
進事業

小中一貫プログラミング教
育推進事業

基本目標１
個性を伸ばし
生きる力を育
む学校教育
の推進

現行計画（第３期郡山市教育振興基
本計画）の記載

教育研修
センター

第３期における所属の一次評価

基本目標１: 個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進
基本目標２: 家庭や地域と一体となった豊かな教育環境の形成
基本目標３: 未来へつなぐ教育機関の充実2
基本目標４: 家庭・地域・学校で取り組む子どもの育ちの支援
基本目標５: 生涯を通して学び、地域づくりにいかす環境の整備
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事業評価
現行計画（第３期郡山市教育振興基

本計画）の記載

第３期における所属の一次評価

基本目標１: 個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進
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1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

心のハーモニー学校音楽
振興事業

学校教育
推進課

1．達成度75％以上 3.無

音楽都市郡山として、児童生徒の音楽性の向上
に努めている中、多くの教職員児童生徒が参加
した。個々の技術のみならず各市立校及び市全
体の音楽性の向上に繋がっている。また、各種コ
ンクールにおける、すばらしい演奏発表に繋がっ
ているとともに、全国大会においても優秀な成績
を収めることができた。今後も交流事業等を継
続し、児童生徒の音楽性の向上や心の教育の
充実に努める。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無 2．継続・維持

あんしん給食・食育推進元
気アップ事業

学校管理
課

2．達成度50以上75％未満 3.無
休校や学級閉鎖などにより変動はあるものの、
市費栄養士配置校での給食実施日における食
育指導に影響はなかった。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無

動画の体育指導資料を作成し、体育科・保健体
育科の授業の充実並びに児童生徒の運動技能
向上等に寄与することができた。また、ロイロノー
トにアップすることにより、教員及び児童生徒が
手軽に活用することができた。

2．継続・維持

小中学校特別支援教育派
遣事業

総合教育
支援セン
ター

3．達成度25％以上50％未満 3.無

特別な支援を必要とする児童生徒が在籍する
学校に特別支援教育補助員等を配置すること
で、学習および生活両面の支援を充実させるこ
とができ、児童生徒のよりよい成長につながって
いる。

2．継続・維持

スーパーティーチャー（教科
専門員）派遣事業

学校教育
推進課

1．達成度75％以上 3.無

小学校の理科、図工、体育、中学校の美術、技
術、家庭で教科に精通している教員がいない学
校に、市単独でスーパーティーチャー（教科専門
員）を年間を通して派遣し、より専門的な知識や
技術の指導を効果的に行うことができた。小規
模校が増加しているため、今後も継続して実施
し、教育環境の整備を図る。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無

児童の不登校や問題行動、家庭問題の改善を
図るためにスクールカウンセラーが積極的に関
わることで学校全体の支援体制の強化が図ら
れた。

2．継続・維持

3．達成度25％以上50％未満 3.無
不登校の児童生徒数は増加傾向にあることか
ら、各学校において今後もスクールカウンセラー
等との連携が大切である。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無

　通級児童生徒や市内の不登校児童生徒の居
場所づくりを大切に学習支援や会話交流、体験
活動への参加促進等の支援を通して、安心感や
学習意欲の高揚を図った。通級生と保護者への
支援が、通級生一人一人の心のエネルギーの
回復につながった。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無
通級生の在籍校の学級担任や管理職との情報
共有を積極的に図ることで、学校復帰につな
がった。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 3.無
トイレの洋式化と共に多目的トイレの設置等のバ
リアフリー化を行い、児童生徒の安全確保と教
育環境の向上に寄与することができた。

2．継続・維持

全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果から
得られる実態・課題の把握により、体力向上自
校プランに改善を加え、魅力ある運動環境や運
動機会を設定するなど、学校全体での組織的・
継続的な児童生徒の体力向上を図ることができ
た。

１「どの子も
思う存分学
べる環境づ
くり」

３「学校教
育施設の整
備」

基本目標２
家庭や地域と
一体となった
豊かな教育
環境の形成

スクールカウンセラー配置
事業

総合教育
支援セン
ター

学校施設環境整備事業 総務課

小中学生の体力向上推進
事業
(事務事業評価：小中学生
の体つくり推進事業)

学校教育
推進課

学校管理
課

学校保健体育指導事業

総合教育
支援セン
ター

適応指導事業

3「健やかな
体づくり」

郷土を学ぶ体験学習
学校教育
推進課

小学４年生を対象とし郷土の歴史や文化を体験
する活動を通して、郷土の誇りと郷土を愛する心
を育てることができており、今後は、さらに広い視
野をもって活動することにより、内容を充実させ
ていく必要がある。　また、郷土を学ぶ体験学習
資料は、体験活動だけでなく、社会科の授業等
にも活用される社会科副読本として有効な資料
となっている。
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1．達成度75％以上 3.無

1．達成度75％以上 3.無

4．達成度25％未満

1．達成度75％以上

個人積算線量測定事業
学校管理
課

4．達成度25％未満 3.無

希望する小中学生へ個人積算線量計を配付し、
外部被ばく量の測定を実施することにより、子ど
もを持つ親の不安の解消に寄与することができ
た。
市原子力災害対策アドバイザーからの「健康に
影響を与えるような数値ではない。」との評価及
び希望者減少傾向であることから令和5年度で
事業廃止とした。

4．廃止

1．達成度75％以上 3.無 4．廃止

1．達成度75％以上 3.無 4．廃止

放射線教育サポート事業
教育研修
センター

2．達成度50以上75％未満
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

コロナ禍による事業実施の難しい時期があった
ものの、放射線教育の推進と児童生徒への放射
線に関する理解の向上に寄与することができ
た。原子力災害を経験した本市として、今後も学
校における放射線教育の充実に努めたい。

2．継続・維持

1．達成度75％以上
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

合同研修会では、幼保小の教職員を対象とし、
教育や保育の現場のニーズに即した研修テー
マを設定していることで、発達段階に沿ったより
よい教育や保育について理解を深めている。

2．継続・維持

1．達成度75％以上
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

より多くの関係者が参加できるように、さらに周
知を図る必要がある。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

4．達成度25％未満 2.有(想定よりも進捗した)

勤労青少年ホーム事業
勤労青少
年ホーム

2．達成度50以上75％未満
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

ICTを活用した講座の実施から、感染防止対策
を取りつつ、対面での開催に戻す工夫を進めて
いった。
青年学級では福島市との交流など新しい取り組
みを開始。また、インスタグラムを活用した広報に
取り組み、フォロワー数の増加に取り組んでき
た。

2．継続・維持

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

4．達成度25％未満 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上 3.無

3．達成度25％以上50％未満 3.無

家庭教育学級を開設し、保護者の主体的な運
営のもと相互交流と家庭教育学習機会の提供
を行った。令和３年度以降、参加者数の合計を
見ると増加傾向にあるが、コロナ禍以前ほど回
復はしていない。家庭教育及び地域の教育力の
向上が必要とされていることから、今後もオンラ
イン講座やSNSを活用した情報提供などを積極
的に推進していく。

2．継続・維持

1.有(想定よりも進捗しな
かった)

市内の通学路について、道路管理者、警察、学
校関係者、地域の交通安全関係団体等ととも
に、31箇所の合同点検を実施した。各合同点検
後には直ちに点検者による対策会議を開催し、
必要な安全対策を協議した。その後、関係機関
がそれぞれの役割に応じて実施可能な対策を順
次行った。

1．充実

学校管理
課

小中学校給食放射性物質
測定事業

計画通りに検査を実施し、基準値を超えた給食
の検出はなかった。近年、基準値を超えるものは
全く検出されていないため、令和5年度で事業
廃止とした。

学校教育
推進課

通学路の安全点検

対象となる児童生徒数の減少しているが、授業
に係る備品の更新や、教育環境を整えることは
必要不可欠であり、継続して事業を実施していく
必要がある。

2．継続・維持

３「青少年
活動の支
援」

１「幼児期に
おける教育
の質の向
上」

１「家庭教
育の充実」

４「児童生
徒の安全・
安心の確
保」

4「家庭・地
域・学校等
の連携」

基本目標3
未来へつなぐ
教育機関の
充実

基本目標４
家庭・地域・
学校で取り組
む子どもの育
ちの支援 生涯学習

課
家庭教育充実事業

中央公民
館

地域のびのび子育て支援
事業＜再掲＞

総合教育
支援セン
ター

幼保小連携推進事業

家庭教育充実事業＜再掲＞
生涯学習
課

小中学校教育環境整備事
業

総務課

のびのび子育てサポーターは、多年にわたる社
会教育振興の功績が認められ、令和５年度「家
庭教育支援チームの活動の推進に係る文部科
学大臣表彰」を受賞するなど、子育ての情報交
換や仲間づくりの場を提供する家庭教育支援の
担い手の養成とスキルアップを継続している。

2．継続・維持

保護者を対象とした、家庭教育学級生合同学習
会や就学前子育て講座等を開催することで、家
庭教育力の向上と参加者のコミュニティーを推
進した。また、子育て関係動画を作成し、8本の
動画をYouTubeにアップしたことで、場所や時
間を問わない学習環境の提供を行った。

2．継続・維持
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第3期 郡山市教育振興基本計画 事業評価結果一覧 (主要事業) 令和6 (2024) 年8月8日 (木) 現在

基本目標 施策 事業名 担当課 目標値に対する達成度
新型コロナウイルス感染症に
よる事業等への影響

今後の方向性

1．達成度75%以上
2．達成度50％以上75％未満
3．達成度25％以上50％未満
4．達成度25％未満
５.判定不可

1．有(想定よりも進捗しな
かった)
2.有(想定よりも進捗した)
3．無

1．充実
2．継続・維持
3．方針変更
4．廃止

事業評価
現行計画（第３期郡山市教育振興基

本計画）の記載

第３期における所属の一次評価

基本目標１: 個性を伸ばし生きる力を育む学校教育の推進
基本目標２: 家庭や地域と一体となった豊かな教育環境の形成
基本目標３: 未来へつなぐ教育機関の充実2
基本目標４: 家庭・地域・学校で取り組む子どもの育ちの支援
基本目標５: 生涯を通して学び、地域づくりにいかす環境の整備

1．達成度75％以上

1．達成度75％以上

1．達成度75％以上 3.無

1．達成度75％以上 3.無

2．達成度50以上75％未満
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

1．達成度75％以上
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

3．達成度25％以上50％未満 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上 2.有(想定よりも進捗した)

1．達成度75％以上
1.有(想定よりも進捗しな
かった)

コロナ禍により開催を見送っていたが、入場者制
限をしながらの開催などを徐々に開催回数を増
やすとともに、動画共有サービスなどを活用した
ライブ配信なども実施した。

2．継続・維持

　新型コロナウィルス感染症の影響により、事業
計画の変更が余儀なくされる中、DXの推進など
様々な工夫により、展覧会や各種教育普及事業
を実施してきた。
　今後は、海外の企画展やコレクションの新たな
魅力を紹介する常設展の開催、各種教育普及
事業を計画的に実施していく。なお、実施に際し
ては、SNSによる配信や所蔵品の展示解説ガイ
ドなどオンラインコンテンツを充実させ、様々な形
での鑑賞や学習の機会の提供に努めるととも
に、MLA連携を図っていく。

2．継続・維持

地域で活動する様々な分野の指導者を登録して
学習支援を行う「生涯学習きらめきバンク」及び
市職員が市政情報を伝える「きらめき出前講
座」を実施することで、多様な学習機会の支援
を行った。生涯学習きらめきバンク「達人先生」
については、コロナ以降、活動件数が減少傾向
にあるが、ＳＮＳ等によるＰＲを推進し、学習機会
の提供に努めていく。

2．継続・維持

1.有(想定よりも進捗しな
かった)

多様な学習ニーズや地域の課題等の解決に対
応するため、各地区・地域公民館において様々
な定期講座を開催し、生涯学習環境の充実を
図った。

2．継続・維持

１「一人一
人の学びの
推進」

２「生涯学
習活動の支
援」

３「文化・芸
術・スポーツ
の振興」

中央公民
館

こころに響くハーモニー事
業

美術館
美術館展覧会等活動推進
事業

基本目標５
生涯を通して
学び、地域づ
くりにいかす
環境の整備

中央図書
館

子ども読書活動推進事業
＜再掲＞

生涯学習
課

地区・地域公民館定期講座
等開催事業

生涯学習
課

生涯学習支援事業

中央公民
館

中央公民館定期講座等開
催事業

令和３年２月、令和４年３月の福島県沖地震や
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため一部
休館があり目標を達成できなかったが、令和5
年度は４年ぶりに年間を通して中央図書館が全
面開館したほか、新型コロナウイルス感染症の５
類移行などにより図書館活動が活発になってき
た。

2．継続・維持

コロナ禍による講座数の減少もあったが、オンラ
インを活用するなどし、対策を取りながら実施し
た。子どもから高齢者までの各世代の学習ニー
ズに応じた各種講座や地域課題をテーマとした
講座等を企画・開催し、コミュニティの育成にも
寄与した。

2．継続・維持
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